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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「実践行為」
実際に障害者とともに農作業を行う（４つの分類）
①「直接就労型」農業者が障害者を直接雇用する
②「連携型」農業者と外部の障害福祉サービス事業所が、農作業に関する請負契約を締結し、施設利用者（障害者）と職業指導員が農業者の圃場に通う
③「グループ内連携型」農業者が、障害福祉サービス事業所の運営法人となる社会福祉法人・NPO法人等を設立する、逆に社会福祉法人・NPO法人等が農業法人を設立する
④「福祉完結型」障害福祉サービス事業所が単独で農業を行う

「中間支援の取組」
実践行為を行う農業者や障害福祉サービス事業所を外側から支える
・長野県セルプセンター協議会
（農業就労チャレンジ事業）
・NPO法人香川県社会就労センター協議会
・NPO法人島根県障がい者就労事業振興センター
・きょうと農福連携センター
・JA、社会福祉協議会など
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
限界集落の問題解決をめざす農福連携－伝統野菜を守る「阿南町鈴ヶ沢モデル」－
　長野県内の限界集落の1つに下伊那郡阿南町和合地区鈴ヶ沢集落がある。平成30年10月の合田の調査時点で、4世帯7名（80歳代2名、70歳代2名、50歳代2名、30歳代1名。高齢化率57.1％）の住民が暮らしている。TVなどで限界集落の実態として報道された集落である。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、この鈴ヶ沢では農福連携により、その集落だけで代々栽培されてきた野菜（なす、うり、南蛮）を伝統野菜として登録し、米ぬか農法によって栽培する取り組みが行われている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「実践行為」
実際に障害者とともに農作業を行う（４つの分類）
①「直接就労型」農業者が障害者を直接雇用する
②「連携型」農業者と外部の障害福祉サービス事業所が、農作業に関する請負契約を締結し、施設利用者（障害者）と職業指導員が農業者の圃場に通う
③「グループ内連携型」農業者が、障害福祉サービス事業所の運営法人となる社会福祉法人・NPO法人等を設立する、逆に社会福祉法人・NPO法人等が農業法人を設立する
④「福祉完結型」障害福祉サービス事業所が単独で農業を行う

「中間支援の取組」
実践行為を行う農業者や障害福祉サービス事業所を外側から支える
・長野県セルプセンター協議会
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
保育所、幼稚園、小学校などの機関では、児童の情操教育や食農教育のため農作業を活用する教育プログラムが各地で行われている。福祉人材の育成にあたっても、農業を用いることが養成校の学生を対象に行われているが、まだまだ少数である。ましてや、現任の社会福祉従事者に対する実践報告はみられない。濱田が「農」による福祉への効果の１つに「人格形成」をあげている※4。今後、多様化する福祉ニーズに対応する社会福祉従事者には専門的な知識や技術を駆使するだけではなく、その基盤となる人間性が求められる。そこで社会福祉従事者の人間性を涵養するために農作業を活用したプログラムが研究される必要がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
20年前、当時勤務していた老人保健施設で、入所者・通所者の生きがいづくりを目的として、無肥料無農薬栽培でさつまいもづくりを施設敷地内の2畝ほどの土地で始めた。栽培に参加した数名の入所者・通所者には好評だったが、職員に理解してもらうことは難しかった。企画者の合田が転職するなどの理由で、この取組は継続されなかった。同じく20年前に始めた環境保全型農業を活用した福祉人材の養成の方は今現在も継続している。以下の章で説明する。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査期間
平成11年4月から平成22年7月までのうち、参加者が社会福祉従事者として勤務していた期間を個々の調査期間とした。
参加者
香川県内在住の社会福祉従事者10名（各作業には10名だけでなく、従事者でない者も参加することがあった）。
作業内容
・籾まき、苗とり、田植え、除草、稲刈り
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作業後、参加者によるグループディスカッションおよび非構造化個別面接での聞き取りを行った結果として、本件の目的として社会福祉従事者に求めれる考え方（人間性）が表出されたと考えられる意見は以下のものであった。
・自然や土に触れることで癒された
・田植えをしているときは無心になれる
・苗一本いっぽん、大きくなれよと祈りながら植えた
・水不足で成長（育苗）を心配したが、収穫できてうれしい
・自然の恵み（収穫）に感謝した
・協力してすることの大切さがわかった
・今日初めて会った人とも楽しく作業ができてうれしい
・生活相談員として施設の中で行き詰っているときに気づかされることがあった
・非効率的な事が決して悪いことではない。非効率的なところに人のつながり、新しいアイデアなど大事なものがあった。これは障害者支援の中に活かされる


ZUC . 0T D1V RKET,




AR SH2E5R25E

NS



%*Eﬁiﬁéi%bfﬂ?éﬁﬂﬁ _
Y SHEZR<KERZEXAD

etihE SHM2F6H8H



(ZZEM)

—IRAEEAEREEENI0OFEE REEFEDMRERE

ICRA9 DEREER Lo

- AEABABREARLKERIEC L DHSBUREEDE
2 B DB 1 FR2OE. BIEEA SRS 25512, 33~

39K,

AR TIHEH KD D AEE - REEHNRTERULTER
ZB1EL T IttaEitixE - 315kt v —T N EERAL IR 1 7

No58.79~858H,

- REEEFHERE RREGSFHHEE Y3 | BHlTs
-BWKES R@ER Bf%(ver. 1) I5H7tFE10R,

o

N


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上、
環境保全型農業を活用した農福連携の取組
と
環境保全型農業を活用した福祉人材の養成
についてお話させていただきました。
ご清聴、ありがとうございました。
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